
































































昭和46年 総合英会話教材 『Biedree English Serie』(全20巻, テープ全
20巻）編集・執筆者代表～㈱千趣会（昭和49年まで）
Ⅱ．翻 訳
昭和40年 『Ikenobo’s Shoka』翻訳 単独 Ikenobo Institute, New York
昭和41年 『Ikenobo’s Rikka』翻訳 単独 Ikenobo Institute, New York
昭和42年 Fukuda Kazuhiko 著『Japanese Stone Gardens－Karesansui』
翻訳 単独 Charles E. Tuttle, Vermont
主要研究業績書（桃山学院大学就任以降)
Ｉ．著 書
昭和54年４月 『Give Your Speech』共著（三宅亨氏と）ECC大阪外語
学院






昭和55年３月 『Give Your Speech, Book 2』共著（三宅亨氏と）ECC
大阪外語学院





































平成６年６月 ｢The Japanese Pattern of Intercultural Communication :
The Indigenous vs. the Seaborne or Kochira vs Achira」
『異文化コミュニケーション Newsletter : Intercultural























昭和63年７月 口頭発表・“The Process of Cultura l Morphogenesis : An
Information-Metabolic Approach” 異文化コミュニケーシ
ョン研究会第13回例会
昭和63年10月 口頭発表・“Speaking English : A Japanese Point of View
－A Case Study of 28 Years” A Colloquium Key-note
Presentation at Japan Association of Language Teachers










平成元年11月 口頭発表・発題 “Can Interculturally-Competent Persons





平成２年８月 口頭発表・“English Education and Intercultural Communi-















平成４年１月 書評・Ｊ・プラット, Ｈ・ウェーバー, Ｈ・Ｍ・リアン
― ―463
著 飯島 周訳 『新英語の実相』松柏社 『現代英語教
育』1992年１月号 研究社出版











平成６年６月 口頭発表・“Communication and ethics : a view from
Japan－Japan and East Asia” 日本コミュニケーション学
会第24回年次大会シンポジウムにおける発題
平成６年９月 口頭発表・｢外来文化の受容過程 A Phylogenetic Ap-
proach ｣, 幕張夏期セミナーにおける基調発題 神
田外語大学異文化コミュニケーション研究所
平成８年11月 口頭発表・｢日本的コミュニケーションの特徴と問題点」
大学英語教育学会関西支部談話分析研究会
平成９年１月 口頭発表・｢日本的コミュニケーション：その特性と問
題点」国際日本文化研究センター共同研究会
平成９年９月 口頭発表・｢異文化コミュニケーション理論化への一試
論」神田外語大学異文化コミュニケーション研究所
平成10年６月 口頭発表（講演)・｢文化の古層とコミュニケーション型
国際文化論集 №37
― ―464
～日英の異文化受容をめぐって」姫路獨協大学講演会
平成11年９月 研究ノート・｢日本語定型詩のリズム：５音と７音をめ
ぐって[１]～日本人のリズム感を支えるもの」月刊誌
『オール川柳』10月号 葉文館出版
平成11年10月 研究ノート・｢日本語定型詩のリズム：５音と７音をめ
ぐって[２]～日本語のリズム感を支えるもの」月刊誌
『オール川柳』11月号 葉文館出版
平成11年10月 口頭発表（講演)・｢大阪人のコミュニケーション～大阪
人の発想の原点を求めて」桃山学院大学・大阪府立情報
文化センター共催 連続 公開講座『日本の創造性・大
阪の独創力～起業家を育む風土』
平成11年10月 口頭発表（講演)・｢もっとも近くて遠い国～日本的コミ
ュニケーションの国際性」堺・和泉市民大学公開講座
堺市教育委員会
平成12年１月 研究ノート・｢日本文化論ノート(１）カミとホトケ」
『月刊オール川柳』2000年１月号
平成12年２月 研究ノート・｢日本文化論ノート(２）わかる」『月刊オ
ール川柳』2000年２月号
平成12年２月 研究ノート・｢日本文化論ノート(３）両立型コミュニケ
ーション」『月刊オール川柳』2000年３月号
平成12年４月 研究ノート・｢日本文化論ノート(４）対立と分立」『月
刊オール川柳』2000年４月号
平成10年９月 口頭発表・｢なぜ「日本」か コミュニケーション研
究の関門として」神田外語大学異文化コミュニケーショ
ン研究所
平成12年５月 研究ノート・｢日本文化論ノート(５）｢明・浄・正・直」
― ―465
再考」『月刊オール川柳』2000年５月号
平成12年６月 研究ノート・｢日本文化論ノート(６）日本の色」『月刊
オール川柳』2000年６月号
平成12年７月 研究ノート・｢日本文化論ノート(７）日本回帰」『月刊
オール川柳』2000年７月号
平成12年９月 口頭発表・｢仏教・キリスト教伝来と日本社会」2000年
９月 神田外語大学異文化コミュニケーション研究所
平成12年６月 口頭発表（講演)・｢｢関西」人と「東京」人～小さな異
文化コミュニケーション」神田外語大学異文化コミュニ
ケーション研究所公開講座 神田外語大学
平成12年11月 口頭発表（講演)・｢日本的コミュニケーションの国際性：
最も近くて遠い国・日本」神戸 YMCA国際センター公
開講座 神戸 YMCA
平成14年６月 口頭発表・発題・｢多文化関係の研究と教育 新しい
パラダイムを求めて ｣,「異文化交流史の視点から」
多文化関係学会設立総会記念シンポジウム 青山学院大
学
平成14年11月 口頭発表・司会と発題・｢多文化関係のダイナミックス
関係性から文化を問う」多文化関係学会第１回年次
大会シンポジウム 立教大学
その他
国際文化論集 №37
― ―466
